
灯ろう流し　精霊流し（8月中旬）

昔は、新盆（7月12日頃から）に飾った灯ろうを16日の昼やハッサクの日（旧暦8月1日）に焼いたり、川へ流したりしていました。近年では、焼いた灰を川に流すだけ

になるなど、あまり見られなくなってしまいました。琴平町の金倉川では小松橋のたもとから平和祈願の灯ろう流しが行われています。


